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第３２軍司令部壕保存・公開基本計画検討委員会 

第３回検討委員会 

議事概要 

 

１ 日時：令和７年２月 10 日（月）10:00 ～11:55 

２ 場所：沖縄県自治研修所４階 401・402 研修室 

３ 出席委員： 

沖縄戦研究 吉川 由紀 沖縄国際大学非常勤講師 

文化財／展示施設 平良 次子 (公財)対馬丸記念会対馬丸記念館館長 

平和教育 内山 直美 豊見城市立豊崎中学校教頭 

平和ガイド 仲村 真 沖縄県平和祈念資料館友の会事務局長 

〃 大田 光 一中学徒隊資料展示室解説員 

経済／観光 下地 貴子 (一財)沖縄観光コンベンションビューロー

人材育成センター長 

法律 野崎 聖子 うむやす法律会計事務所弁護士 沖縄弁護

士会会長 

ＤＸを活用した情報

発信 

川端 卓 SCSK（株）ビジネスデザイングループ地域

共創事業開発部長 

首里城公園関係 湧川 盛順 (一財)沖縄美ら島財団理事長 

応用地質学 佐々木 靖人 (一財)ダム技術研究センター審議役兼研究

第二部長 

地盤工学 伊東 孝 琉球大学工学部工学科社会基盤デザインコ

ース教授 

トンネル工学 小泉 淳 早稲田大学名誉教授 ※WEB 出席 

建築工学 小倉 暢之 琉球大学名誉教授 

 

４ 出席事務局 

〇沖縄県 

沖縄県知事公室地域外交統括監 

知事公室平和・地域外交推進課 

土木建築部都市公園課 

土木建築部首里城復興課 

教育庁県立学校教育課 

教育庁文化財課 

※生活福祉部保護・援護課、文化観光スポーツ部観光政策課は都合により欠席。 

〇那覇市 

総務部 平和交流・男女参画課 

経済観光部 観光課 

市民文化部 文化財課 



2 

 

５ 議事次第 

（１）開会 

（２）会長代理の指名 

（３）第 32 軍司令部壕第 1坑口の調査結果について 

（４）パブリックコメントに対する県の考え方（案） 

（５）第３２軍司令部壕保存・公開基本計画（案） 

（６）閉会（事務連絡）                                           

 

６ 配布資料 

（１）議事次第、委員名簿、座席表 

（２）資料１   第３２軍司令部壕第１坑口の調査結果について 

（３）資料２   パブリックコメントに対する県の考え方（案） 

（４）資料３   第３２軍司令部壕保存・公開基本計画（案） 

（５）参考資料１ 第３２軍司令部壕保存・公開基本計画検討委員会設置要綱 

（６）参考資料２ 第３２軍司令部壕保存・公開基本計画策定スケジュール（令和７

年２月時点） 

 

７ 議事概要 

（１）会長代理の指名について（議事次第（２）関係） 

〇伊東会長（地盤工学） 

会長代理として平和発信・継承検討グループより平良委員が指名され

た。 

 

（２）第３２軍司令部壕第 1坑口の調査結果について（議事次第（３）関係） 

○沖縄県平和・地域外交推進課（事務局） 

資料１の説明を行った。 

（３）パブリックコメントに対する県の考え方（案）について（議事次第（４）関

係） 

○沖縄県平和・地域外交推進課（事務局） 

資料２の説明を行った。 

 

（４）第３２軍司令部壕保存・公開基本計画（案）について（議事次第（５）関係） 

○沖縄県平和・地域外交推進課（事務局） 

資料３の説明を行った。 
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（５）質疑応答（資料１、２、３に対する委員意見及び事務局回答） 

【第３２軍司令部壕第１坑口の調査結果について】 

〇吉川委員（沖縄戦研究） 

坑口の床板が発見されたということは、この場所が当時の当時の地面と

いう認識で問題ないか。天井は崩落しているという認識で問題ないか。坑

口の幅はどの程度か。 

〇沖縄県平和・地域外交推進課（事務局） 

当時の地面という認識で問題ない。天井は崩落しているという認識であ

る。入り口の幅に関しては、坑木が経っているところを幅としている 1.7

～8ｍだと確認している。 

出てきた坑木の間を計測した場合 1.7～1.8ｍ、壁面間の幅については明

確には把握できていない状況である。（補足説明） 

 

〇伊東会長（地盤工学） 

第２、３坑道と同程度の幅という認識で問題ないか。 

〇沖縄県平和・地域外交推進課（事務局） 

少し狭いという認識である。 

 

【第１坑口の公開・整備について】 

〇湧川委員（首里城公園関係） 

基本計画 P24 について、どの程度まで調査が進めば全体像が明らかにな

ったといえると考えているか。 

〇沖縄県平和・地域外交推進課（事務局） 

文化財課と調整及び整理している状態であり、明言はできない。今後調

査範囲を広げて第１坑口掩蔽壕との関連性についても調査していく必要が

あると考えている。 

 

〇佐々木委員（応用地質学） 

基本計画 P24 の第１坑口の整備概要をはじめとして、今後展示施設の整

備にあたり、遺骨の取り扱いに配慮して進めていく必要があると考える。

また、関係者の心情に配慮した文章を基本計画 P19 １保存・公開の基本

的な考え方の中等、計画内にも盛り込む必要があると考える。 

〇沖縄県平和・地域外交推進課（事務局） 

貴重なご意見いただきありがたい。ご遺族・関係者の心情に配慮する旨

の記載について検討させていただく。なお、直上での整備という表現は、

周辺の地形、掩蔽壕との位置関係を考慮した上で当時の状況をより再現で
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きると考えたためである。第１坑口の整備方法に関しては、引き続き、調

査範囲を広げながら検討を進めていく。 

 

〇伊東会長（地盤工学） 

基本計画 P30 のスケジュールに関して、第１坑口の令和８年度末の公開

調査となっているが、その後の P23 図表 15、16 や P25 図表 20 のような整

備のスケジュールはどのようになっているのか。 

〇沖縄県平和・地域外交推進課（事務局） 

第１坑口の調査を含め、検討中であり、検討状況によって整備時期が変

動する。整備時期について現状はお答えしにくい。 

〇伊東会長（地盤工学） 

令和８年度の公開はどのような内容か。 

〇沖縄県平和・地域外交推進課（事務局） 

令和８年度では発掘調査の現場を公開する予定である。 

 

〇平良委員（文化財／展示施設） 

第１坑口の調査現場の見学をしたが、やはり実物を見せるべきだと考え

たが、調整と合わせて検討ということで良いと思う。 

また、「沖縄のこころ」について見学者にむけて説明しづらいと感じてい

る。関係者の心情に配慮することも踏まえ、「沖縄のこころ」について考

え・言語化していくことも重要だと考える。なぜ公開するのかということ

に関しても言語化し、計画内に盛り込む必要があると考える。 

〇沖縄県平和・地域外交推進課（事務局） 

貴重なご意見いただきありがたい。基本計画 P34 用語解説 整理番号 4

にて「沖縄のこころ」について沖縄県平和祈念資料館 HP（設立理念）より

引用し、解説している。当時委員会を立ち上げ、整理・規定したものであ

る。 

 

〇内山委員（平和教育） 

第１坑口の整備の埋め戻しについて懸念している。パブリックコメント

通し番号 21 番の意見にもあるように強化プラスチックやガラス等で保護

し、現場で実物を見る・確認するということが沖縄戦を学ぶ上で重要だと

思う。実物公開に対する難しさについて教えていただきたい。 

〇沖縄県平和・地域外交推進課（事務局） 

対象となる第１坑口の場所は水がたまりやすい場所であり、強化プラス

チックで囲ったとしても湿度の変化が考えられる。そのため、埋め戻して
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保護し、湿度を一定にする必要があると考え、文化財課と調整している。

今後、公開方法についても検討を続けていきたい。 

 

〇大田委員（平和ガイド） 

基本計画 P24 の第１坑口に留魂壕との関連性を鑑みという表記がある

が、鉄血勤皇隊との関係性を踏まえると留魂壕とより関係性が強い第５坑

口においても表記をした方が良いのではないか。 

〇沖縄県平和・地域外交推進課（事務局） 

貴重なご意見いただきありがたい。第５坑口は坑道内に入れるため、施

設の整備の優先度が高く、整備の内容に重点が置かれた記載となった。第

1 坑口に関しては、遊歩道の整備にとどまっていたため、見せ方として留

魂壕及び鉄血勤皇隊の表記を入れたという経緯。第５坑口における表記に

関しても別途調整をする。 

 

〇野崎委員（法律） 

発掘調査を含めて公開に関して、図表 20の整備イメージは発掘調査が終

わり、全体像が分かった後に整備され、P30 のスケジュールには載らない

イメージという認識である。図表 20 のようなイメージパースはミスリード

を生むのではないか。今後発掘調査が 5～10 年と継続するのであれば、図

表 18 の発掘調査の写真のような見せ方の方が適切だと考える。 

〇沖縄県平和・地域外交推進課（事務局） 

貴重なご意見いただきありがたい。パブリックコメント内で、第 1坑口

のレプリカ化が望まれたため、現時点での再現イメージを伝えるために載

せている。図表 20 に関しては、削除することも検討する。ご意見いただき

たい。 

〇伊東会長（地盤工学） 

図表 20 に関しては、整備の時期が不明で時期の問題や公開の問題があ

る、皆様から意見をいただきたい。 

〇仲村委員（平和ガイド） 

図表 20 のイメージパースを削除することに同意する。ミスリードを生ま

ぬよう削除し、発掘調査の現状の説明を行うことが適切。 

〇大田委員（平和ガイド） 

同意する。調査状況を載せ、令和５、６年度の調査の経過を伝えるべき

だと考える。 
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〇平良委員（文化財／展示施設） 

同意する。イメージが独り歩きすることは避けるべき、考古学的な調査

内容を共有することが重要だと考える。 

〇佐々木委員（応用地質学） 

文化財の視点だけでなく、地盤に関しても発掘調査の状況も記載してい

ただきたい。今後第１坑道内部を推定する情報としても、地盤工学的情報

も記録する必要があると考える。 

〇小倉委員（建築工学） 

現状の発掘状況の写真上に、柱の位置や坑道の方向を点線等で書く程度

にすると良いのではないか。図表 20 の再現イメージパースは、現状の発掘

状況から飛躍しすぎていると感じる。 

〇伊東会長（地盤工学） 

委員の意見によると図表 18 のイメージパースは現状から飛躍していると

いうことである。図表 18 について、令和５、６年度の調査進展状況の掲載

や発掘調査時の写真上に点線等で書くレベルが良いのではないか。事務局

としては検討可能か。 

〇沖縄県平和・地域外交推進課（事務局） 

令和５、６年度の発掘結果に関しては計画に載せる方向で検討したい。

調査状況の写真上に坑木の位置関係等を表現することに関しては調整した

い。 

 

〇湧川委員（首里城公園関係） 

パブリックコメント P4 通し番号 14 の意見は多くの見学者の感じてい

ることだと捉えた。また、P7 通し番号 19 の意見からは、首里城の歓会門

と第３２軍司令部壕を一体的に感じられる場所として第１坑口が重要だと

いうことが分かる。基本計画 P24 にて床面と遺構の発掘調査を継続すると

あるが、P30 のスケジュールでは発掘調査の終了時期が分からない。令和

12 年度以降も実施するのか。また、単に発掘状況を見せるだけではなく、

第 1坑口の状況や壕の全体像が分かるものが欲しい。先端技術を用いたデ

ジタルジオラマに関して検討状況を教えていただきたい。 

〇沖縄県平和・地域外交推進課（事務局） 

令和８年度公開予定のデジタルジオラマに関しては検討を始めたところ

である。歓会門に近く、首里城への動線上にあることから、第 1坑口の状

況や壕の全体像を含めて示せるように調整をしていきたい。 

〇湧川委員（首里城公園関係） 

第１坑口や第５坑道、展示施設公開までには時間を要するため、早い時
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期に第３２軍司令部壕の実相が伝わるような仕組みを検討していただきた

い。 

 

【その他坑道のスケジュールの記載について】 

〇佐々木委員（応用地質学） 

基本計画 P30 にてその他の坑道に関してもスケジュールに記載をした方

が良いのではないかと考える。 

〇沖縄県平和・地域外交推進課（事務局） 

基本計画 P13 L8 に引き続き調査を継続する旨を記載している。第７章

では調査が未実施の箇所については整備の方針が定まらないことから現状

を把握する段階だと理解しており、調査・検討を継続していくと記載して

いる。 

〇佐々木委員（応用地質学） 

章が異なるため、調査未実施の箇所についても P13 と同様の文章でも良

いので第９章に記載した方が分かりやすいと考える。 

〇沖縄県平和・地域外交推進課（事務局） 

調査が未実施の箇所についてもスケジュールを整理したほうが良いとい

うことか。 

〇佐々木委員（応用地質学） 

明確なスケジュールでなくても、引き続き検討する旨の記載があったほ

うがよい。 

〇沖縄県平和・地域外交推進課（事務局） 

貴重なご意見いただきありがたい。調査が未実施の箇所についても文章

で今後のスケジュールに関して整理をしていく。 

 

【修学旅行への対応について】 

〇下地委員（経済／観光） 

修学旅行先は２～３年前に決定する。それを見越して平和学習面で子供

たちに向けた教育の側面からの説明や第３２軍司令部壕の教科書へ記載な

どについての細かい調整を早い段階でスケジュールに入れていただきた

い。 

〇沖縄県平和・地域外交推進課（事務局） 

貴重なご意見いただきありがたい。検討する。第８章に平和学習面での

整理はしている。また、ガイドテキストも作成中であるので、それらを計

画内で表現することについて検討する。 

〇下地委員（経済／観光） 
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バスガイドの勉強も必要である。 

〇沖縄県平和・地域外交推進課（事務局） 

承知した。教科書への記載についても教育委員会と意見交換をして進め

る。 

 

【沖縄県内の展示施設や戦跡とのネットワーク構築について】 

〇仲村委員（平和ガイド） 

展示施設を含めて各施設においてグローバルデザイン的視点と施設間の

繋がりも取り入れるべきである。見学者が計画を立てやすいよう、沖縄県

内の展示施設、戦跡とネットワークを作り、連携・情報交換を進めてほし

い。 

〇沖縄県平和・地域外交推進課（事務局） 

貴重なご意見いただきありがたい。基本計画 P29 L25 にて、平和交流計

画に関しても整理している。この計画に基づき具体的な内容について来年

度以降検討する。 

 

〇平良委員（文化財／展示施設） 

情報交換・連携を目的に展示施設・戦跡のネットワークが設立されたの

で周知する。ぜひ第３２軍司令部壕の施設にも入っていただきたい。 

〇伊東会長（地盤工学） 

今年度設立ということか。 

〇平良委員（文化財／展示施設） 

２月９日付で設立である。 

 

【第２、第３坑道内のモニタリングについて】 

〇小倉委員（建築工学） 

先端技術活用に関して、第２、３坑道の内部映像をリアルタイムで見せ

られるようにできると良いと思う。 

〇沖縄県平和・地域外交推進課（事務局） 

貴重なご意見いただきありがたい。基本計画 P26 にて保存公開の考え方

を整理している。第２、３坑道は土質上、坑道内部に入ることは難しい

が、場所の重要性の伝え方に関しては、内部映像の公開も含めて検討・調

整をしていきたいと考える。 
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【第８章（壕を活用した平和発信・継承）の文章表現、住民視点の記載について】 

〇吉川委員（沖縄戦研究） 

基本計画 P29 L5 の文章構造が少しおかしいと感じる。住民避難壕やガ

マとは異なって重要という表現が、他の壕やガマを下げているように曲解

される可能性がある。また、追体験する必要があるのか。なぜ残して、追

体験を通して、何を伝える必要があるのかというトピックをオープンな場

所で議論していく必要がある。安全な第３２軍司令部壕に入ることが出来

なかった住民が大勢いたという事実もある。住民の視点で沖縄戦を考え、

基本方針・理念として記載する必要があると考える。 

〇沖縄県平和・地域外交推進課（事務局） 

貴重なご意見いただきありがたい。誤解を生じるような表現は見直した

いと考えている。案文を作成し、意見照会という形で委員の皆さまに共有

する。 

 

【ガイドテキストについて】 

〇大田委員（平和ガイド） 

ガイドテキストの完成はいつごろか。 

〇沖縄県平和・地域外交推進課（事務局） 

３月末の完成を目指している。写真、証言等も盛り込んで、作成してい

るところである。委員の皆さまにお見せできるよう現在鋭意制作中であ

る。 

〇大田委員（平和ガイド） 

完成後は４月から配布予定か。 

〇沖縄県平和・地域外交推進課（事務局） 

ガイド向けの資料であるため、ガイドへの配布を予定している。今年度

完成で終了ではなく、毎年度更新を想定して作成していきたいと考えてい

る。 

 

【崩壊危険性箇所の特定・補強について】 

〇小泉委員（トンネル工学） 

すべての坑道はいずれ崩落し、地上部が陥没する。永遠に保持される構

造物というのはあり得ない。すべての坑道の位置を明らかにすることは最

低限必要であり、崩壊の危険性がある箇所を特定・補強し、地表面に変状

が生じないようにする必要がある。内部での崩落は必ず地上に影響する。

戦争遺跡として保存も考えるならばすべての坑道を発掘して、必要に応じ

て手を入れざるを得ないということをとくに強調しておく。首里城の城壁
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も守礼の門も地上部で不同沈下や陥没が起こればそれ自体が崩壊するとい

うような大きな被害が発生することは明白。返答は求めない。 

〇沖縄県平和・地域外交推進課（事務局） 

重要な指摘であると認識している。全体像を明らかにするため、今後引

き続き調査を進めていく。 

 

【取りまとめ】 

〇伊東会長（地盤工学） 

各委員より下記の意見があげられた。 

 遺族への配慮の必要性 

 地盤調査について 

 第１坑口のイメージの取り扱い 

 今後の課題に対するスケジュール感 

 第２、３坑道のモニタリング 

 住民の視点をどう反映してくか 

 

事務局はパブリックコメントの結果及び今回の意見を踏まえた計画

（案）を調整すること。 

修正後の計画案は各委員に意見照会した後、会長の了承をもって承認す

ることとする。 

 

 

（６）閉会（事務連絡）（議事次第（６）関係） 

※連絡事項特になし。 

 

 

以上 

 


